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現在入手可能なタヌキの本

　 書くネタがなくなったとか、最近
はコウモリ調査で忙しいとかいうわ
けではありませんが、今回は現在入
手可能なタヌキの本を紹介します。

タヌキ本4冊紹介

　 Amazonなどで検索してみると、
科学的なタヌキの本は意外と少ない
ことがわかります。そんな中で現在
最も内容が充実しているのは…手前
みそですが私、宮本他の共著による
「タヌキたちのびっくり東京生活」
(技術評論社)です。タイトルの通
り、東京都23区のタヌキを中心にし
た内容ですが、タヌキ一般の説明も
ちゃんとしています。マンガのペー
ジも多くあり、子どもにも読みやす
いでしょう。ただ、出版から5年た
っているので古くなった情報もあ
り、内容更新をしたいところではあ
ります。当時はハクビシンやアライ
グマについては情報不足でほとんど
書けませんでしたしね。
　 「タヌキまるごと図鑑」(著・盛
口満：大日本図書)は小学生向けの

薄い本ですが内容は本格的で、重要
なことがきちんとおさえられていま
す。学校図書館にはぜひ置いてほし
い本です。頭骨とかフンとかも載っ
ていてびっくりするかもしれません
が、これらもタヌキ研究の最前線で
は欠かせないことです。
　「フクロウとタヌキ」(著・波多野
鷹、金子弥生：岩波書店)は里山を
代表する生物としてフクロウとタヌ
キを取り上げた本です。タヌキにつ
いては、餌付け、交通事故など人間
との関係性についても書かれていま
す。事典的な本ではありませんので
注意してください。
　「野生イヌの百科 第2版」(著・今
泉忠明：データハウス)の「野生イ
ヌ」とは野良犬のことではなく、食
肉目イヌ科の動物のことです。キツ
ネやオオカミ、ジャッカルなどイヌ
科全種が解説されています。もちろ
んタヌキも含まれています。タヌキ
単独ではなく、イヌ科の中の動物と
してタヌキをとらえることができる
でしょう。ただし初版が1993年で
すので内容が古い部分もあります。

　 このようにタヌキの本は少ないで
すが、他の動物でも個々の種を単独
で取り上げた本というのはあまりな
いものです。

本はいつかは消えてしまう

　 売れなくなった本は本屋の店頭か
ら消えていきます。「タヌキたちの
びっくり東京生活」も在庫が無くな
り次第、販売終了となることが予想
されます。何十年も売れ続けている
本というのは全体から見ると非常に
まれなものなのです。
　 現在入手困難になってしまったタ
ヌキの本はまた別の機会に紹介する
ことにしましょう。
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全国のタヌキ、ハクビシンなど
の情報を集めています。
http://tokyotanuki.jp

意外と少ないタヌキ本
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